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１．計画の策定にあたって  
 

１ 計画の概要 

第３次健康くみやま21とは？ 

急速な少子高齢化や生活習慣の変化により、生活習慣病の割合が増加する中、その発症

予防や重症化予防の視点を大切に、「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」の実現を目指し、

策定した計画です。本計画では様々な世代、多くの関係者で支え合いながら、生活習慣の

改善に向けての取り組みなどの健康づくりを進めていくこととしています。 

 

第２次久御山町食育推進計画とは？ 

「食」に対する意識の変化や多様化などが問題になる中、社会全体で長期的に食育に取

り組んでいくことが重要です。そのためにも、住民一人ひとりが「食」に関する正しい知

識と自らの判断で正しく「食」を選択する力をつけ、望ましい食生活が送れることを目指

し策定した計画です。 

 

 

２ 計画の期間 

本計画の計画期間は、令和６年度（2024年度）から令和17年度（2035年度）までの12年

間とし、国や府の新たな計画や方向性を踏まえ、中間評価を行うとともに、令和17年度

（2035年度）に最終評価（前年度アンケート調査）を行い、次期計画を策定するものとし

ます。 

 

 

３ 計画の位置づけ 
 

本計画は、健康増進法第８条第２項に規定する市町村健康増進計画と食育基本法第18条

に基づく市町村食育推進計画として位置づけ、国や府で策定された「健康日本21（第３次）」

「京都府保健医療計画」「第４次食育推進基本計画」「第４次京都府食育推進計画」と整合

性を図っています。 

また、「久御山町第５次総合計画」を最上位計画とするとともに、他の関連計画との整合

性と関係各課との連携を図り、平成26年（2014年）３月に策定した「第２次健康くみやま

21・久御山町食育推進計画」の見直しを図りながら、基本目標や基本理念を引き継ぎます。 
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２．第３次健康くみやま 21 の概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（１） 

久御山町に住み生

活する誰もが共に

取り組む健康づく

りの推進 

 

 

 

 

（２） 

住民が互いに高め

合い、誰もが自然

に健康になれるま

ちづくり 

 

 

 

 

（３） 

生活習慣病の発症

予防・重症化予防

とフレイル対策 

 

 

 

 

（４） 

ライフコースアプ

ローチに基づく健

康づくりの推進 

① 

健
康
寿
命
の
延
伸 

 
 

② 

健
康
格
差
の
縮
小 

心
も
か
ら
だ
も
健
や
か
な 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り 

１ 全世代共通の健康づくり 

（１）健康診査と健康管理 

（２）栄養・食生活 

（３）身体活動・運動 

（４）たばこ 

（５）アルコール 

（６）歯・口腔の健康 

（７）こころの健康（休養） 

２ ライフステージに特化した健康
づくり 

（１）次世代期の健康づくり 

（２）青年期・壮年期の健康づくり 

（３）高齢期の健康づくり 

基本理念 目標 基本方針 行動目標の柱 
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３．第３次健康くみやま 21 の内容  
 

１ 全世代共通の健康づくり 

  

（１）健康診査と健康管理 

病気の早期発見・早期治療につなげるため、積極的に健診（検診）を受診するよう働きかけ

ていきます。 

それぞれが自分に合った健康づくりに取り組む活動を住民に広め、健康無関心層も自然に健

康づくりの行動がとれる環境づくりを目指します。 

 

 

・ 日頃からのセルフチェックと年１回の健診で身体の状態を知ろう 

・ 自分にあった健康づくりの方法を見つけ、生活の中に習慣として 

取り入れよう 

 
 
 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

それぞれの部位別の 
がん検診の受診率 

胃がん検診 2.8％（Ｒ４実績） 12.8％ 

大腸がん検診 7.9％（Ｒ４実績） 17.9％ 

肺がん検診 6.1％（Ｒ４実績） 16.1％ 

前立腺がん検診 9.2％（Ｒ４実績） 19.2％ 

乳がん検診 12.9％（Ｒ４実績） 22.9％ 

子宮頸がん検診 9.7％（Ｒ４実績） 19.7％ 

特定健診受診者のメタ
ボリックシンドローム
該当者の割合 

メタボ 
該当者：男性 36.4％（Ｒ３実績) 現状値より減少 

メタボ 
該当者：女性 13.6％（Ｒ３実績) 現状値より減少 

特定健診受診率と特定 
保健指導終了者の割合 

特定健診受診率 46.0％（Ｒ３実績) 55.0％ 

特定保健指導 
終了者割合 30.4％（Ｒ３実績) 55.0％ 

 

  

みんなで目指す行動目標 
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コラム ～メタボリックシンドロームとは～ 

 

 現  状 

■ 過去２年間のがん検診の受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 健康づくりを推進していく上で重要だと思うこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）とは、内臓脂肪型肥満に

高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさることにより、心臓病や脳卒

中などになりやすい状態を指します。単に腹囲が大きいだけでは、メタボ

リックシンドロームにはあてはまりません。日本では「特定健康診査・特

定保健指導」の制度の中で、この考え方をとりいれており、広く動脈硬化

を予防するための検査が含まれています。 

参考：厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト ｅ-ヘルスネット 

   

生活習慣病や悪性新生物（がん）等

の疾病を予防するためには、病気に

関する正しい知識を持ち、日頃の健

康状態を把握する等の自己管理に取

り組む必要があります。 

約２人に１人が過去２年間にがん

検診を受けていない状況ですが、健

康診査やがん検診の充実については

住民の関心が最も高いことから、健

診（検診）が受けやすい仕組みづくり

が必要です。中でも、男性の 40～64

歳で受けていない人が約６割となっ

ており、受診率向上の対策が特に求

められます。 

64歳以下

（回答者数 = 162）

65歳以上

（回答者数 = 202）

64歳以下

（回答者数 = 162）

65歳以上

（回答者数 = 202）

資料：住民アンケート調査 

資料：住民アンケート調査 

％

14.2

14.8

3.1

8.6

21.0

27.8

51.9

3.7

31.7

33.2

18.3

20.3

8.4

5.9

36.6

6.9

0 20 40 60 80 100

胃がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肺がん検診

乳がん検診

子宮頸がん検診

受けていない

無回答

％

15.4

47.5

18.5

16.7

63.6

30.9

17.9

9.9

43.8

39.5

26.5

44.4

3.1

3.1

15.3

49.0

23.8

20.3

49.0

28.7

14.9

13.4

20.8

14.9

52.0

28.7

0.5

8.4

0 20 40 60 80 100

健康づくりに関するグループ・
サークルの活性化

健康づくりに関する情報提供

地域における健康づくり活動

健康づくりに関する学習の機会・
教室

健康診査やがん検診の充実

生活習慣病予防に向けた支援

健康に関するイベント

健康づくりに関する地域の指導的
人材の育成

子どもの健康づくり

働き盛りの世代の健康づくり

高齢者の健康づくり

公園・歩道などの整備

その他

無回答
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コラム ～食事バランスガイドについて～ 

 

（２）栄養・食生活 

全ての世代において食への関心を高め、健全な食生活についての知識を増やし、実践する力

を育みます。 

 

 

・ 主食・主菜・副菜などバランスのとれた食事を実践しよう 

・ 意識して野菜を多くとろう 

・ 自分にあった食事内容や量を知り、実践しよう 

 
 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

主食・主菜・副菜などを 
バランスよく摂ることを 
意識している人の割合 

満16歳以上 42.3％ 53.0％ 

特定健診受診者のＢＭＩが 25 以上の 
人の割合 29.5％(Ｒ３実績) 現状値より減少 

野菜の摂取量 350ｇ以上の人の割合 1.6％ 現状値より増加 

 
 
 

 現  状 

■ １日の食事バランスへの意識 

 

 

 

 

資料：住民アンケート調査 

 
 
 
 

 

「食事バランスガイド」とは、１日に、「何を」、

「どれだけ」食べたらよいか参考になるよう食

事の望ましい組み合わせとおおよその量をイラ

ストでわかりやすく示したものです。糖尿病、高

血圧などで医師または管理栄養士から食事指導

を受けている人は、その指導に従ってください。  

参考：厚生労働省・農林水産省 食事バランスガイドについて 

食生活の基本は、子どものうちからの

規則正しい食習慣や栄養バランスに配

慮した食事を実践することです。 

朝食の欠食や食事バランスについて、

特に男性では意識していない人が多く、

外食においても、内容について気にして

いない人が多くみられます。食の乱れは

生活習慣病につながることから、若いこ

ろから食習慣の改善に取り組むことが

必要です。 

回答者数 =

　 364 42.3 35.4 15.4 4.7 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識している 少し意識している あまり意識していない

全く意識していない 無回答

みんなで目指す行動目標 
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コラム ～歩くまち「くみやま」推進事業～ 

 

（３）身体活動・運動 

生涯を通じ、健康で生き生きと過ごすために、運動や生活の中での身体活動量を増やすこと

を意識し、ライフステージに応じて自分にあった活動が継続できる取組を進めます。 

 

 

生活の中でこまめに体を動かし、自分に合った運動を始めよう・続けよう 

 
 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

運動習慣がある人の 
割合 

16～39 歳 18.2％ 31.0％ 

40～64 歳 17.8％ 28.0％ 

65 歳以上 30.2％ 37.0％ 

日常生活における歩数を把握している
人の割合 － 50.0％ 

 

 現  状 

■ 運動習慣について 

 

 

 

 
 
 

 

資料：住民アンケート調査 

 
 
 
 
 

本町では、高齢者をはじめ、すべての住民が「歩く」ことが健康的なライフスタイルに繋がり、

歩くことを通して人との出会いを生む仕掛けや仕組みづくりを構築することを目的として、『歩く

まち「くみやま」推進事業』に取り組んでいます。 

町全域に「歩く文化」を定着させ、あらゆる人のライフス

タイルにあった「歩く」が根付き、住民が自ら「歩く」を日

常に取り入れることを目指します。『生涯にわたり心身が健

康で笑顔があふれる』こと、『自然に賑わいと活力があふれ

るまち』となることを10年後の目指すべき姿として取り組ん

でいます。  
参考：久御山町ホームページ 「歩くまち くみやま」 

適度な運動や身体活動は、体力の維持

向上に加え、生活習慣病予防やメンタル

ヘルス対策、生活の質（Quality of Life）

の向上、寝たきりやフレイル予防につな

がります。 

住民一人ひとりが生活の中での自身

の運動量を自覚し、ライフスタイルに合

った運動や身体活動を選択できるよう

な情報提供や環境整備が必要です。 

高齢者は、若年層に比べ運動習慣のあ

る人は増えていますが、継続して身体機

能の低下を防ぎ、日常生活を維持できる

ような環境づくりを進めていくことが

必要です。 

運動習慣がある 時々運動する

健康上の理由で運動しない 運動習慣がない

無回答

回答者数 =

55

107

202

18.2

17.8

30.2

27.3

36.4

39.1

1.8

1.9

5.0

52.7

43.9

25.2 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16～39歳

40～64歳

65歳以上

みんなで目指す行動目標 
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コラム ～節度ある適度な飲酒量を知ろう～ 

コラム ～受動喫煙になっていませんか～ 

 

（４）たばこ 

健康被害を防ぐため、たばこや受動喫煙についての正しい知識を広め、禁煙支援の強化や受

動喫煙防止対策を推進します。 

 

 

たばこの健康被害を理解し、受動喫煙を防止しよう 
 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

20 歳以上の喫煙者の割合 11.4％ 10.0％ 

分煙に心がけている人の割合 75.6％ 85.6％ 

 

 

分煙するために喫煙室やエアカーテンを設置していても、人が出入りする際に必ずたばこの煙

を拡散させるため、煙を100％遮断することができません。換気扇の下で喫煙していても、子ど

もの尿からは大量のニコチン代謝物が検出されたり、受動喫煙による肺がんのリスクが1.3倍と

なるというデータがあります。同じ空間では、完全にたばこの煙をシャットアウトすることはで

きないため、禁煙することが重要です。 
 
 

（５）アルコール 

アルコールが身体に与える影響についての正しい知識や、相談窓口を周知していきます。 

 

 

生活習慣病のリスクを高める飲酒量を知り、過度な飲酒をなくそう 
 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

１日あたり純アルコール摂取量が
男性で 40g 以上、女性で 20g 以上
の人の割合 

男性 8.2％ 現状値より減少 

女性 5.0％ 現状値より減少 

 

 

厚生労働省では「節度ある適度な飲酒」について、１日平均純アルコールで約20ｇ程度と

しています。女性は、男性よりも少ない量が適当であるとされています。 

【純アルコール量20ｇに相当するお酒の量】 

 

 

  

参考：日本医師会ホームページ 

参考：厚生労働省 アルコール 

中瓶１本

500ml 

ダブル
60ml 

ビール 日本酒 ウイスキー 焼酎 ワイン 

（5％） （15％） （43％） （25％） （12％） 

１合 
180ml 

100ml 200ml 

（アルコール度数） 

みんなで目指す行動目標 

みんなで目指す行動目標 
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（６）歯・口腔の健康 

乳幼児期から高齢期までのライフステージに応じた、歯や口腔ケアに関する正しい知識の普

及と実践に取り組みます。 

 

 

・ すべての年代でセルフケアとプロケアを取り入れよう 

・ 自分に合った口腔ケアを身に付け、生涯を通じて自分の歯で食べよう 

 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

過去１年間に、歯科健診を 
受診した人の割合 

満 16 歳以上 62.4％ 現状値より増加 

３歳児、12 歳児それぞれの 
う歯保有率 

３歳児 17.7％(Ｒ４実績) 16.0％ 

12 歳児 43.5％(Ｒ３実績) 30.0％ 

60 歳以上の人で、残りの歯の本数が 
24 本以上の人の割合 

50.5％ 
（65 歳以上で 20 本以上） 

60.0％ 

 

 現  状 

■ 16 歳以上で１年間に歯科健診を受けたことがある割合 

 
 
 
 

 

 

 

（７）こころの健康（休養） 

地域で身近に相談できる体制を整え、こころの健康を保つための取組を推進していきます。 

 

 

ストレスの対処法を見つけ、こころを安定させる居場所をつくろう 

 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

ストレスを「非常に感じた」と答える人の割合 14.0％ 現状値より減少 

睡眠による休養が「あまりとれていない」と 
「まったくとれていない」と答える人の割合 28.8％ 15.0％ 

 

 現  状 

■ 最近（１か月以内）、ストレスを感じた人の割合 

  

資料：住民アンケート調査 

歯と口の健康は、豊かな食生活や会

話を楽しむなど、質の高い生活を送る

ために欠かせない大切なものです。毎

日の歯みがき習慣に加え、定期的な歯

科健診により、歯を失う原因となるむ

し歯や歯周病を予防し、口腔機能の維

持・向上を図ることが重要です。 

４割程が歯科健診を受診していな

い状況のため、今後も歯科健診の受診

をさらに勧めていくことが必要です。 

こころの健康はいきいきと自分らしく生

活するためには欠かせないものです。しか

し、近年、環境の変化や人間関係などさま

ざまなストレスから、こころの健康を損な

う人が増えているため、自身のストレス解

消法を見つけることや、気軽に相談するこ

とが大切です。 

ストレスを「非常に感じた」と答えた人

の全体での割合は、14 パーセントとなって

おり、注意が必要な状況となっています。 

資料：住民アンケート調査 

回答者数 =

　 364 6.6 38.5 39.0 14.0 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

令和５年度調査 364

平成30年度調査 340

62.4

53.5

37.4

43.2

0.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

まったく感じなかった あまり感じなかった 感じた

非常に感じた 無回答

みんなで目指す行動目標 

みんなで目指す行動目標 
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２ ライフステージに特化した健康づくり 

 

（１）次世代期の健康づくり 

次世代期の生活習慣は、生涯を通じた健康づくりの基盤となります。規則正しい生活習慣を

送り、周囲の大人と一緒にさまざまな体験を通して正しい知識を習得することは、自分のから

だとこころを守る力を身に付けることにつながります。そのため、妊娠期を含む次世代期にお

いて、健全な生活習慣づくりを通じ、健やかな育ちを支えることが必要です。 

 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

妊娠中に飲酒・喫煙
する人をなくす 

飲酒 ０％(Ｒ４実績) ０％ 

喫煙 2.9％(Ｒ４実績) ０％ 

低出生体重児の出生数の割合 9.1％(Ｒ２実績) 現状値より減少 

適正体重の 
子どもの割合 

小学生：男児 92.0％ 

現状値より増加 
小学生：女児 90.6％ 

中学生：男児 87.8％ 

中学生：女児 88.5％ 

 

 現  状 

「適正体重の子どもの割合」は、いずれも 85 パーセントを越えています。引き続き、子ども

の発達に応じて適正な成長につなげられるよう、食事のバランス等について情報提供をしてい

く必要があります。 

また、20～39 歳（妊娠の可能性が高い世代）の女性のＢＭＩをみると、「やせ」の割合が高く

なっていることから、プレコンセプションケアなど、妊娠・出産、子育てについての正しい情

報を提供していく必要があります。 

 

■ 20～39 歳女性のＢＭＩ 

 

 

 

 
 

資料：住民アンケート調査 

 

 

 

 

  

やせ 普通 肥満 無回答

回答者数 =

令和５年度調査 27

平成30年度調査 35

22.2

11.4

66.7

77.1

7.4

11.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）青年期・壮年期の健康づくり 

青・壮年期はライフスタイルが変化する時期であり、ストレスにさらされることが多くなり

ます。健康診査やがん検診が重要ですが、若い人ほど受診率が低い傾向があります。自身の健

康に関心を持ち、生活習慣の改善に取り組むことが必要です。高齢期に向けて心身の健康を維

持するために行動しましょう。 

 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

運動習慣がある人の割合 17.8％ 27.8％ 

ストレスを「非常に感じた」と答える人の割
合 21.0％ 現状値より減少 

過去１年間に健康診断を受けた人の割合 75.8％ 85.8％ 

過去２年間にがん検診を１種類以上受けた人
の割合 45.9％ 55.9％ 

 
 

（３）高齢期の健康づくり 

高齢期では、心身機能の特性を理解し、自身に合った健康づくり

をすることが重要です。健康寿命を延ばすために、生活習慣病やフレ

イル・認知症の予防に取り組み、地域とのつながりを大切にしながら

生き生きと生活することを目指しましょう。 

 

 数値目標 
 

項目・指標 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

フレイルについて、「言葉も内

容も知っている」と答えた人の

割合 

65 歳以上 19.8％ 60.0％ 

仕事や地域活動などの社会参加

をしている人の割合 
65 歳以上 45.5％ 55.5％ 

 

 現  状 

高齢者人口の増加に伴い、フレイル状態（加齢に伴う衰え全般を指す）となる高齢者の増加

が見込まれます。生活習慣病の発症・重症化予防とともに、心身の機能の低下などのフレイル

状態を予防する働きかけが重要です。 

■ 65 歳以上のフレイルの認知度

資料：住民アンケート調査 

回答者数 =

　 202 19.8 11.4 60.4 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 言葉は知っているが意味は知らない

知らない（今回初めて知った） 無回答
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４．第２次久御山町食育推進計画の概要  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①

「
食
」
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
習
得 

②
「
食
」
を
選
択
す
る
力
の
習
得 

  

 

 

 

 

① 

ライフコースア

プローチに基づ

く健康づくりの

食育 

 
 
 
 
 
 
 
② 

地域に根づく食

文化の継承 

 
 
 
 
 
 
③ 

環境を意識した

生産と消費の好

循環 

 

 

 

 

 

『
食
』
か
ら
広
げ
よ
う
豊
か
な
心
と
身
体
を
育
む
住
民
の
輪 

（１）年代に応じた健康を維持
する食習慣の確立と実践 

（２）多様な主体による食育の
推進 

（３）食育の効果的な推進の 
ための取組 

基本理念 目標 基本方針 行動目標の柱 
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a 

５．第２次久御山町食育推進計画の内容  
 

１ 年代に応じた健康を維持する食習慣の確立と実践 

妊娠期から子育て期にかけては、親と子が健全な食生活を実践できるような機会を増やすこ

と、また、青・壮年期においては、生活習慣病を予防する食習慣の確立、高齢期においては、

特にフレイル予防対策としての食習慣が確立できるよう支援していきます。 

 

 

・ 主食・主菜・副菜などバランスのとれた食事を実践しよう 

・ よく噛んで早食いを予防しよう 

・ 自分にあった食事内容や量を知り、実践しよう 

 
 

 数値目標 
 

評価指標 項目 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

主食・主菜・副菜などをバランスよ
く摂ることを意識している人の割合 

満 16 歳以上 42.3％ 53.0％ 

よく噛んで食べている子どもの割合 １歳～中学生 21.1％ 30.0％ 

１日の適正摂取カロリーを知ってい
る人の割合 

満 16 歳以上 14.8％ 27.0％ 

３食規則正しく食べている人の割合 満 16 歳以上 78.0％ 95.0％ 

しっかりかんで食べるように気をつ
ける住民の割合 

全住民 42.9％ 
（満 16 歳以上） 

55％以上 

 

 現  状 

■ １日の食事で主食・主菜・副菜などをバランスよくとることを意識している人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民アンケート調査  

健全な食生活の推進には、年代に

応じた健康を維持するための食習慣

や食に関する知識の普及啓発、また、

実践に向けた取組が重要です。 

主食・主菜・副菜などをバランスよ

くとることを意識している人の割合

は、男性の 20～39 歳で「意識してい

ない」の割合が特に高く、食生活の改

善に向けた取組が必要です。 

回答者数 =

男性　16～19歳 3

　　　20～39歳 23

　　　40～64歳 48

　　　65歳以上 110

女性　16～19歳 2

　　　20～39歳 27

　　　40～64歳 59

　　　65歳以上 92

33.3

13.0

37.5

39.1

50.0

25.9

44.1

59.8

33.3

47.8

31.3

31.8

50.0

44.4

40.7

32.6

34.8

20.8

18.2

22.2

10.2

6.5

33.3

4.3

8.3

6.4

7.4

3.4

2.1

4.5

1.7

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意識している 少し意識している あまり意識していない

全く意識していない 無回答

みんなで目指す行動目標 

くみやま食育推進キャラクター 

愛称「くみっこ」 
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コラム ～朝食をとろう～ 

 

２ 多様な主体による食育の推進 

学校・こども園等を核として子どもの食育を推進するとともに、全ての世代において「食」

への関心を高め、健全な食生活についての知識を増やし、実践する力を育みます。 

 

 
 

・ 規則正しい食生活を実践し、生活習慣を改善しよう 

・ 「食」について関心をもち、食育について正しく理解し、実践しよう 

・ 朝ごはんで生活リズムを整え、家族や友人と「食」を楽しもう 

 
 

 数値目標 
 

評価指標 項目 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

朝食を「毎日食べている」 
子どもの割合 

１歳～中学生 81.1％ 100％ 

食事を１人で食べる子どもの 
割合 

就学前児童 
朝 4.1％ 

現状値より減少 

夕  ０％ 

小学生 
朝 13.0％ 

夕 0.5％ 

中学生 
朝 35.2％ 

夕 3.4％ 

 

 現  状 

■ 朝食の摂取状況 

 

 

 

 

 

 

資料：住民アンケート調査 

 

 

 

 

私たちの体は、寝ている間にもエネルギーを消費し、朝起きた

時にはエネルギー不足の状態になっています。朝食を食べないと、

午前中、元気に活動ができないだけではなく、疲れやすい、太り

やすい、集中力が続かない等といったことが指摘されています。

健康のためにも朝食は必ず食べましょう！  

次世代期は、心身の成長や発達が著しく、規

則正しい食習慣を身につけることが大切な時

期です。学校・こども園等を通じて食育を理解

し、実践するとともに、家庭における食事を通

して、「食」への興味・関心を高めることが大切

です。 

これまで学校、こども園等で、早寝早起き朝

ごはんを推進してきましたが、生活の多様化に

よる影響から、朝食を欠食する子どもの割合

は、平成 25 年度（基準値）に比べ悪化していま

す。健全な食生活の推進には、ライフステージ

に応じた健康を維持するための食習慣の改善

や、食に関する知識の普及啓発、実践に向けた

取組が重要です。 

ほとんど毎日(週６日以上) 週４～５日

週２～３日 ほとんど食べない(週１日以下)

無回答

回答者数 =

123

192

88

87.0

82.8

69.3

7.3

10.4

13.6

2.4

2.1

9.1

0.8

2.6

6.8

2.4

2.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前

小学生

中学生

みんなで目指す行動目標 
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％

必要以上に買いすぎない

必要以上に作りすぎない

間食をひかえる

エコクッキングを心がけている

コンポスト等を利用して
生ゴミを削減している

その他

特に何もしていない

無回答

65.2

49.6

22.0

9.8

6.1

1.5

7.2

1.5

57.8

57.8

21.1

10.2

－

2.7

4.3

0.8

0 20 40 60 80

 

３ 食育の効果的な推進のための取組 

地元でとれた食材をその地域で消費する地産地消に取り組み、安全・安心で新鮮な食材を通

して豊かな恵みへの感謝や理解を促すとともに、生産者や地域の活性化を図ります。また、自

然環境や生命の循環による食生活の成り立ちを理解し、限りある資源を大切に、環境にやさし

い生活を実践する力を育みます。さらに、食の安全性や栄養素に関する情報を正しく判断し、

選択する力を伸ばす取組を進めます。 

 

 

・ 食品ロスを減らし、環境にやさしい食生活を送ろう 

・ 食品の安全性や栄養素に関する情報を活用しよう 

・ 地産地消に取り組み、食に関わる人へ感謝しよう 

・ 郷土料理、季節の行事食を次世代へ伝えよう 

・ 農産物生産者と消費者との交流の機会をもとう 

 
 

 数値目標 
 

評価指標 項目 
令和５年度 

現状値 
令和 17 年度 

目標値 

｢食育」について言葉も内容も 
知っている人の割合 

１歳～中学生の保護者 65.3％ 70.0％ 

満 16 歳以上 39.8％ 50.0％ 

食育の取組状況(食育に積極的に 
取り組んでいる人の割合） 

満 16 歳以上 4.9％ 15.0％ 

久御山産の食材を意識的に選ぶ 
人の割合 

満 16 歳以上 57.1％ 67.1％ 

献立に郷土料理や行事食を取り 
入れるようにしている人の割合 

１歳～中学生の保護者 19.9％ 36.0％ 

食べ残しの食材や廃棄量を減らす
ことを意識している人の割合 

満 16 歳以上 72.5％ 82.5％ 

ICT を活用した情報発信数 全住民 ― 12 回／年 

 

 現  状 

■ 地域の食材を意識して選ぶ人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民アンケート調査 

久御山町の食文化を継承していくには、様々な世代や地域

の人とふれ合い、食に関わる人たちや食の恵みに感謝するこ

とが大切です。 

食べ残しの食材や廃棄量を減らすことを意識している人の割合は減少しています。

環境に配慮した食生活を推進するとともに、食に関する様々な情報が社会に氾濫して

いることから、住民一人ひとりが食に関する正しい知識を深め、判断力を養うため、

食の安心・安全に関する適切な情報提供を継続して推進することが重要です。 

令和５年度調査

（回答者数 = 264）

平成30年度調査

（回答者数 = 256）

みんなで目指す行動目標 

■ 食べ残しや食材の廃棄量を減らすことの 

具体的な取組 

意識して選ぶ 少し意識して選ぶ あまり意識して選ばない

全く意識して選ばない 無回答

回答者数 =

令和５年度調査 364

平成30年度調査 340

12.9

9.1

44.2

28.5

25.5

36.8

11.3

23.2

6.0

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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１ 計画の推進体制 

本計画の推進には、住民をはじめ地域・行政・関係機関が一体となって、人とのつなが

りを通して健康づくりの取組を進めることが重要です。 

第２次計画の最終評価を踏まえ、成果のあった取組については、住民に根付くよう引き

続き推進し、目標が未達成となった項目については、これまでの取組をより効果的な施策

となるよう改善します。新たな目標達成に向けて、それぞれの役割を明確にし、相互に連

携する推進体制の強化に努めます。 

 

２ 計画の進行管理 

本計画をより実効性あるものとして推進していくためには、計画の進捗状況を把握し、

計画的に取組を進めていくことが重要です。12年間で目標を達成することを目指し、ＰＤ

ＣＡサイクルに沿って目標の達成状況を定期的に点検・評価をするなかで、その時々に応

じた重点的に取り組むべき課題を協議するなど、継続的に改善を図ります。令和17年度に

達成できるよう、随時、取組内容の点検・評価を行うとともに、住民アンケート調査等に

よる中間評価を実施し、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（Plan） 

取組、数値目標を設定する。 

実行（Do） 
計画の内容を踏まえ、事業を実施

する。 

改善（Action） 
評価の結果を踏まえ、必要がある

と認められるときは、計画の見直

し等を実施する。 

評価（Check） 

１年ごとに実績を把握し、計画期

間中に評価を行う。 

第３次健康くみやま 21・第２次久御山町食育推進計画【概要版】 

令和６年３月 
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